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1 本稿は、2009 年 10 月 25 日に東北大学大学院文学研究科で開催された国際シンポジウ
ム「台湾研究の過去・現在・未来」における、バーナード・ギャレン教授の基調講演の全
訳である。英語原文は、シンポジウムを共催した東北大学大学院文学研究科グローバル
COE プログラム「社会階層と不平等教育研究拠点」出版の英文年報、The Center for the 
Study of Social Stratification and Inequality, Annual Report, 2009 (The Center for the 
Study of Social Stratification and Inequality, Tohoku University, March 2010, pp. 
113-127) に収録されている。 
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 50 
とを示すものです。新興村の人々の生活へのこうした「関与」を通して、「非関与」的な研
究からは決して得ることのできない豊かなデータを、私は得ることができたのです。 
 
